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の編年は中断してしまう。例えば、井戸茶碗の陶片 考えられている、一乗谷の朝倉義景邸跡から出土した井戸茶碗の陶片は、一五七三年八月十八 か の戦乱の大火により焼失したものの一部である。捨てられた年代はものによって異なっ いる で特定が難しいのであるが、これに関して資料と付き合わせてみると、一五四〇年代以降 造ら ものと







































心を深く引き付けたことには、大きな意義があった。一般に、井戸茶碗は庶民には高嶺の花であったが、それはその価格の高さによっている。しかし、価格のことに多少、言及するなら、やはり、大正期 昭和期 初め かけ 、売立が盛んに開かれたことが、その主要因となっているように考え れる。
谷・申の資料を参考にグラフィック化して見ると、十七世紀初頭から末まで約八十年間
の寛永文化期に、最初のピークが訪れている。茶の湯の千宗旦、小森遠州、金森宗和が活躍し、陶芸では野々村仁清が出た時代であり、戦乱 時代が完全に終焉し、平和な生活中に新たな文化が醸成された時期と一致している。次のピークは、十七世紀の末頃 ら十八世紀の初頭にかけて開花した元禄文化期であり、野々村仁清や尾形乾山の作品 造れた。このような、江戸を中心 文化の最盛期に 茶に使われる茶碗が、多種多様に





















































































































































































































































































































情と合わせて見ると、いかに江戸時代から近代、現代まで伝世品として推奨されて、井戸茶碗が厳選され、管理されてきたかということが分かる。一方、韓国の井戸茶碗と呼ばれている粗質白磁に対する関心度は、日本の状況とは対照的である。日本の侘び茶の世界を中心として、極めて高く注目されてきたことから新たな文化 評価を試みようとしているところだ いえるだろう。井戸茶碗に関する歴史的、考古学的事実は だ分からないことが多く、今後の考古学的発掘調査が期待されるところではある 、経験的感性から想像するところを述べることにする。
井戸茶碗は、朝鮮の地方の窯で焼かれた軟質白磁が、日本の侘び茶の世界で取り立てら













ないという特徴を持っている。また、その高台は比較的高い。これは生産者たちの指摘だが、重ね焼きの影響で一番上のものは焼成上高台を高くする必要があるということだ。小井戸でも高台の高いのは碗の内側に目跡がない。 の低いのは、目跡が存在しているという共通点が見られる。しかし、重ね焼きの最上段に大井戸が位置するということは、大井戸の位置が非常に不安定ではないだろうか 確かに、高台が高いという特徴だけ らば慶尚南道 南側だけでも、井戸 他の碗にもよく見られることであ 。高台が高いということは、それを造った陶工が、器の大きさ 対して創意工夫 凝らして辿り着いた結果が、自然 形になって現れ ものではないかと考えたい。
また、伝世品の井戸には高台の畳付きには目跡があり、 「喜左衛門」も「細川」も「筒
井筒」もみな同じであるよ に見える。しかし、 「目」を使わず 焼いたも なら、黒く
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した景色である。朝鮮では、十五世紀初め頃から轆轤成形の技術が発達しているので、これが中央の官窯から地方に伝播す の 多少時間がかかるとして、やはり時期的 は、井戸茶碗は十五世紀末頃に生産されたと考えられる。このよう 井戸茶碗がいつ頃、造られたのかということは、具体的
な
資料が極度に限定されているので不明な点が多いが、歴































寺が所蔵する、十八世紀初期のものと見られる青緑山水画「甘露幀」に描かれている四十数個の陶磁器のうち、飲み物を仏に上げようとして祭壇に置かれている五個 器がある。描かれた時期は十八世紀初で、十六世紀の 会記よりはるか後のも で あるが、この画に同じく描かれている象嵌様式の青粉沙器の花壺の存在との関連で、このような器物がその当時使用されていたことの貴重な裏づけ資料といえるだろう。
井戸茶碗に見られるような碗を造った陶工は、十六世紀中葉を中心として前後四十年ぐ

































南道の地方窯では、十六世紀には、灰青沙器、軟質白磁、粗質白磁などが生産されていたと見られる。初期の井戸茶碗は、この十五世紀から十六世紀 初期 かけて造られ もの
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を限りなく求め、もっと白いものを、さらに、正装を美しいものとする文化であった。そんな社会では、井戸茶碗のような性質の美が正史の中で評価され こ はなかった。御器として取り立てられた記録もなく、ただ、庶民の日常 用に給した程度の価値であ て、ステイタスが正史の席に上ることはなかった。
井戸茶碗の中の大井戸茶碗の類を、高台 高さをもって祭器だとする見解がある。朝鮮






らの踏襲であり、特殊祭器を陶磁器で代用したものが見つかっているだけで、一般祭器の陶磁器 記録や出土品は現段階ではない。 「祭器図説」に見える特殊祭器の陶磁器生産が行われていただろうと考えられている。この脈絡からすると、ただ高台が高いと う形態上の特徴だけをもって、井戸茶碗が伝来する前は祭器だったと言うことについては編年上からも異論の多いところ る。
ともあれ、井戸茶碗の中に秘められた美しさと魅力は、大名物とかって呼ばれたように、
極めて高い評価を受け き し、最初に井戸茶碗が数寄者 手に取 れた も、井戸茶碗が持つ美的価値が重要であって、それがどんな用途に使われていたの ということからくる価値判断で使われだした ではないと考えている。
さらに、美学的視点からだけでなく、社会の意識構造や、何よりも陶工のマインドにお













































































るが、女性が評価され名を残すのは至難の業で る。日本でもアイヌ伝説に出てくるアペフチや日本神話のかまど神があるように 韓国 民間伝承 もチョワンシン
（竈王神）
が









ら外国に輸出された磁器の実態は、オランダ東インド会社によって公式に輸出されたものを記載した「日本商館文書」 「仕訳書」と「送り状」を根拠 、かなり明確に知ることができる。日本からの磁器輸出は、その他、私貿易や唐船貿易によるものも考えられるが、未開拓な域にあって、そ 重要性に比べて不明な点が多いのが実情かと思われる。
さて、それでは、彼ら朝鮮陶工たちは井戸茶碗を朝鮮にいた時から造っていたのか、あ
るいは日本に来るまで造っていなかっ のか。この点に関して、朝鮮にいた時の記録は皆無に等しい。日本に来てから十数代続いた窯元の家系 記録に、初代の人物が朝鮮 どこから来て、日本に来てからどういう経緯を辿ったか簡単に記したものが存在しており、これを根拠に多少のことを知り得 程度である。さらに、彼らが井戸茶碗を造ったという記録は見つかっていないが、安土桃山時代の大名が御茶碗窯を造り、連れてきた朝鮮陶工に茶碗を焼かせた記録はあり、例えば、平戸御茶碗窯や唐津御茶碗窯などのように、後 藩窯の中には藩主たちのために作陶したものも存在し る。
十六世紀の後半、井戸茶碗は生産されてから約百年の後、豊臣秀吉のただならぬ関心に
















摩焼 朴平意や金海など各地に分かれて 朝鮮陶工たちの中に、井戸茶碗を造ったという人物はいなかったのか。井戸茶碗の生産者に関しては、ほとんど分かっていない。ここでは、井戸茶碗の生産者 関し 、私見による経験的な印象によって述べることにする。
十六世紀末の戦乱によって日本に連れてこられた朝鮮陶工の中では、特に百婆仙の焼成























特異な意匠を帯びていると考える。このことは、器の線あるいはデザイン性に現われ、いわゆる光と線の総合芸術である朝鮮の器の魅力 なっていると言える。その朝鮮の美が、十六世紀の茶の湯 世界で、高く評価され、新しいステイタスを獲得していった。そして、江戸期には武家を中心にして大名茶や町人茶が盛んになるなかで、井戸茶碗は、名物・大名物として伝えられていった。ここでは、どちら 先行し、起源であるかと うような議論ではなく、朝鮮の陶磁器文化と日本の侘茶の文化との間で、文化の融合が創意的に行われたことを強調したい。さらに、経済産業社会の面でも、そ 後の江戸期中葉から本格的に始まる磁器生産と、東インド会社を通じた交易を通して、日韓両国 磁器文化がインドヨーロッパに伝播していき、ヨーロッパでの磁器生産に大いなる影響を与えたと言っても過言ではない。
井戸茶碗に関して、次のことが分かった。一、茶碗の製作された時期は十五世紀末から
十六世紀初頭ぐらいと推定される。二、製作 れた古窯地は、いくつか明らかになっているが、青井戸、小井戸と呼ばれてい 類は鎮海の熊川でありそうだ。大井戸に関しては、朝鮮の重ね焼きの構造的理由から出来たものである。いずれも、朝鮮 は粗質白磁に属す
35
る。三、碗の移動の経路は、水路を用いて、朝鮮の南の海岸部の地域から日本の対馬を通して、主に 博多を経て、大阪や堺や内陸京都などの消費地にもたらされていった。古窯地、生産地、消費地である日本の内外における十五世紀後半から十六世紀中葉までの今後の考古学的調査結果が期待されているところであ 。四、井戸茶碗を造った陶工たちに関しては、十六世紀末の戦役後、渡海して、北九州を中心に熊本や萩辺りにも定着し、陶磁器を造っていたが、やがて磁器生産が始まり、急速に日本文化化していった。そもそも、日本では古萩が一番井戸 近いと言われ いるが、伝世品の井戸茶碗とは趣が異なっている。また、奥唐津なども朝鮮陶 に近い作風であるように見られるが、戦争勃発以前から日本に来ていた朝鮮陶工によっ 生産されたもの り、井戸茶碗と酷似している。十六世紀末の戦乱を通して 多くの陶工たち 大 し が、彼らがなぜ井戸茶碗を生産しなかった かという点に関しては おそらく、井戸だけで 陶工集団を養っていかれなかったからだろうし、おのずから生産の隣には消費が 訳で 色付け白磁などの流行の文化コードに合わせ 知恵と工夫が作用 たからではないかと考え 。
最後に、一見、粗放に見える朝鮮の陶磁器に秘められた美の極みを追い続けた、朝鮮陶















京都大学文学部国史研究室『平戸松浦家 』松崎印刷 三二松村真希子「売立目録にみる井戸茶碗」 『此君 第六号、根津美術館、二〇一四年。美和弥之助「高取焼」 、座右宝刊行会編『世界陶磁全集
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千宗室「山上宗二記」 、桑田忠親校註並びに解題『茶道古典全集』第六巻、淡交新社、 九五七年。谷晃・甲翰均『高麗茶碗
―
茶人に愛された名碗の誕生』淡交社、二〇〇八年。
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矢部良明編『角川日本陶磁大辞典』角川書店、二〇〇二年。吉田豊「豊後府内における輸入陶磁器と海外交易」 『関西近世考古学研究』一七、関西近世考古学研究
会、二〇〇九年。
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発表を終えて
十六世紀頃、かつて朝鮮白磁や粉青沙器が地方の民窯でも焼か
れていた。これらの中から日本に伝わっていき、茶の湯の世界で
取り立てられていったのが井戸茶碗だ。陶磁器は形を持ってい
ても、あるものは有をもって表現され、あるものは無によって現
れ出ている。井戸茶碗はまさに後者に属すると考える。造る側
から見ると無作為によるものと作為が強く現れたものとがあるが、
いわゆる「無作為の作為」によるものが井戸の特徴だと言えよ
う。清寂として、侘び寂びに相応しい風情がある。同じ茶道具で
も緋襷四耳茶壺、一重口水指、種壺耳付水指、笹耳水指、胴締茶
入、尻膨茶入などのようにかたちの上でも多様性に富んでいる訳
でもない。それにもかかわらず、見る人使う人に深い感動を与え
ることができる。自然により近いものと見るものとの間に気持ち
の往き来があってこそ創造される世界である。一体、どんな人が
造ったのか。そしてその人たちは何処で暮らしていたのだろうか。
寥々たる時の流れの中で思いをはせながら筆を置くと、彼らも土
から生まれ、死んで土に還り、そして土から陶磁器を造っていた。
何時しか人の人生も、そんなものなのではないかと思われてなら
ない。
朴　正一
40
日文研フォーラム報告書の全文は、日文研のウェ
ブサイトでご覧いただけます。
http://publications.nichibun.ac.jp/ja/
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